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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞増殖と分化の両方を刺激する普遍的な核タンパク質をコードしています。MADS（MCM1、Agamous、Deficiens、SRF）ボックススーパーファミリーに属する転写因子です。このタンパク質は、標的遺伝子のプロモーター領域にある血清応答配列（SRE）に結合します。このタンパク質は、c-fosなどの多くの前初期遺伝子の活性を制御し、細胞周期制御、アポトーシス、細胞増殖、および細胞分化に関与しています。この遺伝子は、三元複合体因子（TCF）を介して作用するマイトジェン活性化プロテインキナーゼ経路（MAPK）など、多くの経路の下流標的です。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2014年5月],機能：SRFは、血清応答配列（SRE）に結合する転写因子です。SREは、一部の遺伝子（FOSなど）の転写開始部位の5'末端から300bpに位置する、二量体対称の短い配列です。心臓の分化と成熟に必要です。,PTM：PRKDCによってリン酸化されます。,類似性：1つのMADSボックスドメインを含みます。,サブユニット：DNAに多量体（おそらく二量体）として結合します。MLLT7/FOXO4、NKX3A、SSRP1と相互作用します。ARID2およびSRFBP1と相互作用します（類似性による）。ARID2、MYOCD、NKX2-5、SRFBP1と複合体を形成します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
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	SRF（リン酸化Ser99）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	SRF（リン酸化Ser99）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	血清10% 15‘で処理したLOVO細胞のライセートをSRF（リン酸化Ser99）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

